
次世代の医療を担い、地域住民の「頼りがいのある病院」を目指します

・病室への日射遮蔽・眺望確保を実現するバルコニー
形状

・ダクト・冷媒配管を短縮し設備配管コストを削減
・療養環境に配慮した病室計画

【UPS設備の仕様変更】【要求水準書】

単機

UPS－3
200kVA 最重要

負荷

電源切替盤

空調

合理的なダクト・冷媒配管

眺望を向上

景観への配慮

設備コスト削減

病室

室外機

室外機

VIEW

・室外機目隠し壁

・下げた形状の
バルコニー

日射遮蔽

ベントキャップ

・ＰＣで製作
施工の合理化

【提案】

スタッフ
ステーション 共用部

給気 安全な空気の流れ安全な空気の流れ安全な空気の流れ 排気

病室 WC
汚物処理

レッド
ゾーン

ワンウェイ動線の確保

イエロー
ゾーン
（脱衣）

グリーン
ゾーン
（着衣）

グリーン
ゾーン OFF ON

深型手洗い深型手洗い PPEボックスPPEボックス

ＥＶ非接触
スイッチ

ＥＶ非接触
スイッチ自動水栓自動水栓 人感センサー付照明人感センサー付照明

防護服の着衣と脱衣を
明確に分けたワンウェ
イ動線を確保

スタッフ側を陽圧とし
た安全な空気の流れを
形成する空調計画

センサーや非接触ス
イッチによる「触らなく
てよいデザイン」

ワンウェイ動線の確保 安全な空気の流れ 接触感染の防止

２系 ２系

◎ 電源切替作業が電気室となる
ためメンテナンス性が向上

◎ 配線の更新時は､電源切替（停電）及び抜線
▲ 電気室から各分電盤までの配線が必要
▲ 各分電盤での電源切替作業が必要
▲ 分電盤設置スペースが大きい

▲ 配線更新時に電気室からの配線
工事発生
→新築時に配線ルートを確保

【電力幹線の二重化】【要求水準書】

分電盤
動力盤

非常用発電機

n箇所

重要
負荷

高圧
電力

電気室 分電盤
動力盤

非常用発電機

n箇所

重要
負荷

高圧
電力

電気室

電源切替盤受変電設備

低圧
幹線

１系

２系

１系

受変電設備

低圧
幹線

１系

２系

１系

▲ 電気室に電源切替盤設置スペースが必要
◎ 分電盤設置場所が省スペース
◎ 配線距離削減による省コスト

診察室
など

診察室
など

診察室
など

診察室
など

直膨式外調機
西系統

直膨式外調機
東系統

計3台計2台

：外気

100％
→63％

100％
→100％

100％
→63％

0％
→63％

バイパス

室内機A

室内機A

室内機B
運転
停止

室内機B

室外機
Ａ系統
50％能力

室外機
B系統
50％能力

医局
など

◎ 停電時の電力節約が可能
▲ 外調機を5台に分割し､1台故障時でも全体の63％は確保する。
※機器構成上の最大機器が故障した場合

【空気調和機の提案】

◎停電時の電力節約が可能
◎ 100％能力×２と比較して省コスト･省スペース
▲ 複数台設置可能な大部屋に限定される

【エアコンの提案】

運転
停止

故障
1台故障時

01　人口減少などによる将来変化への対応

02　感染拡大に対応する段階的なステージが可能な病棟計画

01　病室環境を向上するバルコニーデザイン

02　メンテナンス・LCCに配慮した電気設備システムの最適化

03　災害時運用・LCCに配慮した機械設備システムの最適化

　東濃中部新病院に適した建築・設備システムを採用し、「療養環境・災害対応・メンテナンス性・LCC」を最適化します

　超高齢化・人口減少や感染症拡大等あらゆる将来性に対応出来るフレキシブル・ホスピタルを実現します

※この概要版は、東濃中部病院事務組合新病院建設事業　設計・施工一括方式による事業者選定公募型プロポーザルにて選定
された最優秀提案事業者の技術提案書の概要版であり、今後内容が変更となる可能性があります。

限られた設計期間・施工期間の中で、デザインビルド
のメリットを最大限活かした「緻密さとスピード感」を
併せ持った設計・施工を行います。
2026年2月、次世代の医療を担い、地域に根ざした 
新病院の開院を実現します。 東濃地域の眺望が広がる窓病室環境を向上するバルコニー

ロボット搬送のイメージ 自動でエレベーターを乗降

電力幹線二重化への対応や、UPS・発電機の仕様
を合理化し、メンテナンスおよびライフサイクル
コストに配慮した最適な電気設備システムを提案
します。

スタッフ数減少に備えたロボット搬送システム導
入への設備対応や、放射線などの診療機能拡張に
よる将来増築への対応など、あらゆる将来変化に
対応できる計画とします。

感染症患者の増大に備えステージⅠ→Ⅱと、段
階的に感染対応エリアを拡大できる計画を提案
します。レッド・イエロー・グリーンの各ゾー
ンを明確化し、スタッフや入院患者の安全を確
保します。

バルコニー形状の工夫による病室への日射遮蔽
や、感染症に配慮した手洗いの計画、看護しやす
いベッド周りなど、入院患者・面会家族・看護師
に配慮したデザインで病室環境を向上します。

空調系統のバックアップ対応や、中水設備の合理
化、ヒートポンプ熱源の採用により、災害時の運
用やライフサイクルコスト削減に配慮した最適な
機械設備システムを提案します。

・重要負荷に対する電力幹線二重化の対応
・ＵＰＳ設備の仕様の合理化
・発電機設備の仕様の合理化

・設備機器の故障と災害時を想定した空調系統のバック
アップ

・中水供給範囲の見直しによる院内給水設備水質の統一化
・全熱交換器の採用

・ロボット搬送に対応したEVインターフェイス・充電
ステーション

・将来増築に備えた増築余地と設備幹線ルートの確保



・モニタリング手法について、工事においては各建設業者の注文書･施工体制台帳等で確認します。建材資材･日用品等は、
各業者からの請求書･領収書により確認します。

・モニタリング体制として、各下請け業者からの報告による確認を履行します。
・モニタリングを実施しその結果を記載した報告書を作成します。

建方治具

建方治具にて調整

建方作業者

リアルタイム表示

リアルタイム表示
計測者

双方向リアルタイム通信

工事監理者事務所
複数台使用可能

タブレットPC
ポケットWi-Fi
タブレットPC
ポケットWi-Fi
タブレットPC
ポケットWi-Fi

モバイル端末
ポケットWi-Fi
モバイル端末
ポケットWi-Fi
モバイル端末
ポケットWi-Fi

測量機器
ＭＳ／ＯＳ

システム搭載
タブレットＰＣ

測量機器
ＭＳ／ＯＳ

システム搭載
タブレットＰＣ

測量機器
ＭＳ／ＯＳ

システム搭載
タブレットＰＣ

早期対応によって得られるコスト縮減効果早期対応によって得られるコスト縮減効果早期対応によって得られるコスト縮減効果早期対応によって得られるコスト縮減効果 小小小小大大大大

省エネ技術　　　設備二次側・機器等
間仕切・内装システム
金属・建具・雑工事

既存解体・撤去等
外構工事

基礎・杭 山留工法選択 地盤改良 基礎工法

外装（躯体との取合） 取付ファスナー 鉄骨二次部材
設備一次側 インフラ 熱源機械 電源機械

構造架構 施工手法 仮設手法 調達

配置計画・プランニング・ローリング

基本設計 実施設計 施工

実施設計以降では
大幅なコスト縮減は難しい
実施設計以降では
大幅なコスト縮減は難しい
実施設計以降では
大幅なコスト縮減は難しい
実施設計以降では
大幅なコスト縮減は難しい

00

コ
ス
ト
縮
減
効
果

コ
ス
ト
縮
減
効
果

設計初期ほど
コスト縮減
効果は大きい

設計初期ほど
コスト縮減
効果は大きい

設計初期段階を重視した
VE・CDによるコスト縮減により
効果的に減額調整項目を確保

設計変更による
様々な増額要素に
柔軟に対応コスト

縮減効果
コスト
縮減効果

100％100％

構造躯体や設備計画を
重点的に検討
構造躯体や設備計画を
重点的に検討

VE・CDVE・CD

構造

・設計・施工の各プロジェクトチームを編成し、設計から施工まで
一貫したチーム体制で臨みます。

・デザインビルドのメリットを活かし、通常は工事段階に行う施工
図レベルの検討を設計段階へ前倒し、病院打合せを同時に行うこ
とで、効率的に施工へ移行します。

・実物サンプルやモデルの施主確認を設計段階に行うことで高精
度かつスピーディな設計を実現します。

02　手戻りをなくす３段階のステップアップ会議＋専門分科会による
　　会議体制

03　基本設計開始後、速やかに部門別ヒアリングを実施

04　課題管理シートと完成イメージの共有により要望をもれなく反映

01　デザインビルドのメリットを活かしたスピード感ある設計体制

03　施工段階でのコストコントロール

04　適切なＶＥ提案

05　具体的なイメージの共有

01　市内･県内企業とのパートナーシップの確立

02　地元産業への貢献

03　市内事業者等の活用に対するモニタリング体制の構築

02　設計変更でも増減なしを実現

01　増額に備えた減額項目の確保と、コストアップ要因の抑制

06　建築資材高騰抑制への取組

02　外装材の先行塗装

03　鉄骨の施工精度の向上

01　WEBカメラによる品質管理

02　検査システムによる品質管理

03　造成工事と建築工事の関わり方

01　コンクリートの施工品質の向上 01　統括マネジメントチームが核となり、業務全期間を通じて事業を推進

02　対話を重視したプロジェクト体制

設計各段階でＶＥ・ＣＤを提案し、契約金額の総額に対
して、設計変更による様々な増額要素を吸収するための
減額調整項目を確保します。コスト影響が大きい構造躯
体コスト(30％)や設備コスト(40％)を設計初期段階から
重点的に検証し、早期に減額調整項目を確保します｡

　確かなプロセスを通じて建物生涯にわたる確かな品質を実現します

　多角的視野による品質管理を構築し高品質を実現します

　建物断面構成

　設計・施工一体の体制による緻密さとスピード感を併せ持った設計により「品質・工程・コスト」の管理を徹底します

　プロジェクト責任者が設計・施工プロジェクトチームをまとめ、対話を重視した体制で事業を推進します

　工事を市内・県内業者に発注することにより新病院建設を通じて、市内・県内経済の発展に貢献します

　設計・施工業務期間においてコスト増加を抑制します

設計

統括マネージメント
チーム

プロジェクト
チーム

プロジェクト
チーム

施工

技術サポート 技術サポート

連携連携

設計中から施工レベルの
検討を前倒し

管理者会議 事業の主要代表者

プロジェクト会議 各部門の責任者

各部門
スタッフ

部門別ヒアリング部門別ヒアリング

週１回定例会議週１回定例会議

週１回定例会議

専門分科会専門分科会
医療機器情報システム

提案説明

提案説明

Step UP

Step UP

Step.3

Step.2

Step.1
部門別
ヒアリング

免震ピット トレンチ

サービスヤード

ヘリポートヘリポートヘリポート

エ
レ
ベ
ー
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ー

階
段

電気室 機械設備
置場

透析 健診

車路

車路
スロープ

病棟病棟

病棟病棟

病棟

病棟

病棟

病棟 リハビリ

外来 SPD病理 薬剤

外来放射線 救急生理・検体検査

講堂 会議室 手術

免震ピット トレンチ

サービスヤード

ヘリポートヘリポート

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

階
段

電気室 機械設備
置場

透析 健診

車路

車路
スロープ

病棟病棟

病棟病棟

病棟

病棟

病棟

病棟 リハビリ

外来 SPD病理 薬剤

外来放射線 救急生理・検体検査

講堂 会議室 手術

▽2F

▽1F

▽3F

▽4F

▽5F

▽6F

▽7F

▽RF

木材は岐阜県産等を積極的に採用します。また、エントラン
ス･外来の内壁や出入口の外壁に美濃焼のタイルを使用し、
伝統的な意匠性と高い機能性を付随します。

鉄骨建方精度計測システム例

設計から施工まで一貫したチーム体制

３段階の設計協議と合意形成プロセス

コスト縮減効果が高い設計初期の VE・CD計画

タイルイメージ・県産木材イメージ図

内装仕上検査システム例WEB カメラ実例

現場現況の見える化により、現況を共有し品質
を確保します。

打設順序を変更し、ひび割れ防止対策としてハイ
パーネットを上乗せ採用することにより、コンク
リートの品質向上を図ります。　

外装材を工場塗装することにより品質向上を図
ります。また、天候による影響をうける工程が工
場塗装により工程短縮を図ります。

鉄骨建て方時に計測システムを採用すること
で、鉄骨精度の向上を図ります。

新病院は、地上7階建てとし、低層部に主な診療
機能、高層部に病棟、屋上階にヘリポートを配置
します。
中央の縦動線(EV･階段)を基軸とし、関連部門間
の連携強化を図った機能的な断面計画とします。
来院者と職員は1階、救急患者は1階救急ロータ
リーから、サービス業者は2階から病院内へアプ
ローチする計画とします。

ICT活用による検査システムの導入により、検
査の効率化と検査の見える化を行い品質向上を
図ります。

造成レベルの形成を行うことで、施工精度の向
上を図ります。

業務全期間において、統括マネジメントチームが施主と向き合う窓口となり、設計、
工事、コストを一括して管理、調整しながらチームを牽引します。

土岐市土岐市土岐市

瑞浪市瑞浪市瑞浪市


